
山～まち～海の多様な「観光魅力」が 

貝塚のまちの価値を高める 
－Green＆Blue×Food＆Culture－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 主催：日本観光研究学会関西支部  後援：貝塚市 

お申込み方法は裏面を参照 

2022年度日本観光研究学会関西支部 地区懇話会 日本観光研究学会向け広報

用 

★新型コロナウイルス対策について、①会場は、席の間隔を空けるなど、密集・密接
を避け、できるだけ換気を行います。また、受付で手指のアルコール消毒と検温
を行います。ご協力をお願いいたします。②来場者へのお願いとして、当日はマ
スク着用をお願いします。体調がすぐれない場合は、参加をご遠慮ください。 

●と  き：2022年１１月１３日（日） 

●ところ：（第２部シンポジウム） 

会場：貝塚市役所 ６階多目的ホール 
（貝塚市畠中１丁目１７−１） 

南海本線「貝塚」駅下車、［乗り継ぎ］ 

水間鉄道「貝塚市役所前」駅下車 

南西方向に徒歩約 5分 

●第１部：市内見学（エクスカーション） 

9:15～12:30 

○集合：9:15に水間鉄道 貝塚駅改札前 

○募集定員：20 名。専用バスで市内の主要な魅力資源を

見学します。解説付きです。  

●第２部（シンポジウム） 

14:00～16:30 （開場：13:30より） 
○募集定員：20名  ○参加費：無料。 

〇基調講演：貝塚市長 酒井 了氏 

〇パネルディスカッション 

＜パネラー＞ 

延生 康二氏 （延生建設（株） 代表取締役社長） 

楠本 たみ子氏 （木積地区タケノコ農家） 

黒岩 功氏 （SDGｓLABO代表） 

卜半 顕氏 （貝塚御坊「願泉寺」住職） 

＜コーディネーター＞ 小長谷 一之 

（日本観光研究学会関西支部長、 

大阪公立大学大学院教授） 

 

 

日本観光研究学会関西支部は、毎年度、地方自治体と連携し、地域の観光について語り合う地区懇話会を開催して

います。2022年度は、貝塚市の協力のもとに開催することになりました。 

貝塚市は、山（和泉葛城）から海（大阪湾）まで連なる細長い市域に、自然や温泉、グランピング、海浜公園などのアウ

トドアフィールド、水間観音や貝塚御坊・願泉寺や寺内町などの歴史、水なすやたけのこ等の食文化、そして、それらを

結ぶ水間鉄道など魅力資源がコンパクトにぎゅっと詰まっており、近年それらがリニューアルされつつあります。そうし

た状況を踏まえつつ、これからの貝塚の「観光」について語り合いたいと思います。 

    

  

  Ｆ Ｃ
Ｇ Ｂ 

申込〆切 
11月６日 



 

 

 

 

 

 

【お申し込み方法】・以下の学会ホームページ（観光力ホームページ）のお知らせを読み、指定のグー

グルフォームからお申込みください。（先着順となります） 

申し込み先：http://www.kankoryoku.jp/ 

・〆切：2022年 11月６日（日） 

・問い合わせ先：日本観光研究学会関西支部事務局 gakkai@kankoryoku.jp 

※なお、新型コロナウイスル感染症の状況次第では、開催方法の変更や場合によっては延期することもあります。 

11月８日（火）までに判断し、変更がある場合は、メールでご連絡いたします。あらかじめご了承ください。 

第１部：市内見学（エクスカーション）で訪問するおもなスポット 
○時間：9:15～12:30  ○集合：9:15に水間鉄道 貝塚駅改札前 

※大阪方面からの場合、南海本線貝塚駅に 9:12着の空港急行があります。 

○募集定員：20名。専用バスで市内の主要な魅力資源を見学します。解説付きです。 

○参加費：無料。ただし、水間鉄道の運賃 300円、昼食代 1,000円は参加者負担でお願いします。 

○コース：①水間鉄道の乗車体験（貝塚駅→水間観音）→周辺まち並みを歩いて→②水間寺（水間観音）→

以降、バス移動→③いぶきビレッジ（大阪府立農業公園）→④いぶき温泉→⑤二色の浜府営公

園・市民の森→⑥寺内町・貝塚御坊「願泉寺」 ※第 1部のみの人はここで解散 

〇昼食：12:30～13:00頃「よさこい」 ※第 2部会場の市役所までバスで送迎 

 

※午後のシンポジウムに出席される方は各自昼食（当日、おすすめの店の紹介あり） 

■願泉寺・寺内町（じないまち） 

願泉寺は16世紀後半に浄土真

宗の本山・本願寺が置かれたこ

ともある古い由緒を持つ寺院。

寺内町は願泉寺を中心に中世

末頃に形成された自治集落。 

 

■水間鉄道・水間寺 

貝塚駅－水間観音駅 5.5 kmを結ぶ大正時代に水間観音への参詣鉄道として敷設。2026年は開業から 100周年。

それを記念して水間鉄道ドラマを CFを利用して制作。Youtubeで配信中。 

■食文化 

水なすや水なす漬け 

木積地区のたけのこ 

■海浜公園のリニューアル 

大阪都心から最も近い海水浴場である二色の浜府営公

園が2023年春からリニューアルが始まります。「日本の

夕陽百選」に認定され、季節により、潮干狩り・海水浴・マ

リンスポーツ・バーベキューなどが楽しめます。 

■かいづか いぶきビレッジ（大阪府立農業公園）／かいづか いぶき温泉（旧ほの字の里） 

2021年大阪府民が農に親しむ場として、貸農園やグランピング施設も含め「自然を食べる」SDGs リゾートとして開園。  

※写真出典は、貝塚市、貝塚市観光協会、二色の浜公園、かい

づかいぶきビレッジ、水間鉄道にご協力いただきました。 


